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長崎県教育センター 高校教育研修課 
指導主事 畑野公昭 

Ⅰ 「視写」指導の実際 

 

「板書を書き写すのが遅い」「ノートをとるのに時間がかかる」といった生徒の「筆速」に問題を感

じている教員は多い。「筆速」の遅い生徒を待っていると授業が間延びしたり、見切り発車をして授業

を進めるとノートを取り終わっていない生徒が授業内容を聞いていなかったりする。また、時間をかけ

て丁寧に書いている生徒が十分な理解をしているわけではない。むしろ逆の場合がよく見受けられる。 

このような状況を憂えている教員は多いが、その改善のための具体的な手立てがなかなか見つからな

いのが実情である。そこで本教育センターでは、平成２２年度からの「調査研究」の中で「視写」によ

る「書くこと」のトレーニングを紹介している。個々の生徒の「筆速」を上げると同時に生徒間の差を

縮めることは、授業改善の面から様々な可能性が期待できる。 

「視写」に取り組む上での理論的な考え方やこれまでの実践例については、本教育センターホームペ

ージで公開しているので、ぜひ参照していただきたい。平成２３年度は、実践例を収集し、理論や具体

的な効果の検証を行った。結果を分析すると「視写」が国語の学力向上に大きな効果を上げることが認

められた。いずれも高等学校の実践例であるが、中学校や特別支援学校でも活用できると考えられる。 

実践例Ⅰについては、高校３年での取組で、帯単元にかかる時間の一定化を図る必要性が高かったた

め、時間を区切った取組となった。実践編の基礎①で提案した「決まった字数の文章の視写」は、実践

例Ⅱで取り上げた。 

 

Ⅱ 実践例Ⅰ：決まった時間内での文章の視写 

１ 実践校及び実践報告者 

 長崎県立対馬高等学校   御塚 信一郎 教諭  

 

２ 実践の内容 

  現代文の授業（５０分）の冒頭５分間で新聞のコラム（朝日新聞「天声人語」）を視写する。 

    → ５分間で書けた「文字数」を記録  

 

・実施時期      平成２３年 ６月～10月 

・実施学級・生徒数  ３年１組・２組（普通科） 計７６名 

・実施回数      ３年１組（理系クラス）  １０回 

３年２組（文系クラス）  ２０回 

 

調査研究「『書くこと』を中心にした言語活動」 

－中学校・高校国語科における学力向上のための授業改善－ 

 
実践編  事例① 「視写」 
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３ 実践の目標 

ア 書くことについて 

  ① 書くことへの抵抗感を減らす。 
  ② 「漢字」を書く力を高める。 
  ③ 文章表現力を高める。（課題文を例文として頭にストックしていく。） 
  ④ 書く速度を上げる。 
  ⑤ 文字を丁寧に書く態度を育成する。 

イ 読むことについて 

① 読解力（内容を理解する力）を育成する。 
② 読解の速さを上げる。 
③ 集中力を高める。 
④ 語彙力を高める。 
⑤ 現代社会についての背景知識を増やす。 

４ 実践の方法 

① 新聞のコラムを貼付した「視写プリント」を配布する。 
② 教員の「始め」の合図で「視写」を開始する。 

③ 途中で経過時間や残り時間を指示する。 
④ 教員の「やめ」の合図で終了する。 
⑤ 生徒は自分の書いた文字数を数えて、プリントに記入する。 
⑥ コラムを再度読み直し、周囲の生徒と意見交換をする。 
⑦ 指名した生徒に意見や感想を発表させる。            （所要時間 約１０分） 
 

５ 生徒の処理文字数の推移 

   結果を図１に示す。 
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図１ 生徒の処理文字数の推移 
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【分析】 

① ６月は２００～２５０文字の処理が最も多く、人数は２８名（３７％）であったが、１０月は

２５０～３００文字の処理が最も多く、人数も３４名（４９％）に増加した。 

② ６月は３００文字以上の処理ができる人数は０名であったが、１０月は１９名に増加した。 

③ ６月は２００文字未満の処理で終わっていた生徒が２６名いたが、１０月にはいなくなった。 

④ ６月より１０月の方が、書ける文字数の個人差が小さい。 

 

生徒の視写のスピードが６月から１０月にかけて大きく伸びていることが分かる。生徒によっては

５分間で１００字以上の伸びを見せている生徒もおり、トレーニングの成果は大きい。 

 

６ 生徒アンケートの結果（調査生徒数７５名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 生徒の主な感想（記述式） 
・速く書けるようになりよかった。 

・自分の「書く」速度が上がるのが楽しかった。 

・「メモ」は前よりも確実に取るようになった。 

・ノートを速く取ることができるようになった。 

・速く読もうという意識が高まったし、読めるようになった。 

⑧ 「視写」を行うことによる「書くこと」への意識の変化について 
   ア 高まった                        ６１％ 

   イ 変わらない                       ３９％ 

   ウ 低くなった                        ０％ 

⑨ 「視写」は「書く力」を高める上で役に立ったか。 
   ア 役に立った                       ３５％ 

   イ ある程度役に立った                   ６０％ 

   ウ あまり役に立たなかった                  ５％ 

   エ 役に立たなかった                     ０％ 

⑩ 「視写」に取り組むことによる効果について（複数回答可） 
   ア 「書く」速度が上がってきた               ７９％ 

   イ 「漢字」を書く力がついてきた              １６％ 

   ウ 「語彙力」がついてきた                 １６％ 

   エ 「ノート」ととる速度が上がってきた           ４７％ 

   オ 「書くこと」への抵抗感が減ってきた           ２１％ 

   カ 先生や級友の発言の「メモ」をよくとるようになった    １３％ 

   キ 作文などの「文章表現力」を高めることにつながった     ７％ 

   ク 「語彙力」の向上に伴い、文章への「理解力」が高まった  ３２％ 
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７ 御塚教諭の分析 

① 当初、５分間で３００字かける生徒はいなかったが、回を重ねるごとにスピードがみるみるう

ちに上がった。 

② １０月の時点で、５分間２００字未満の生徒はいなくなった。 

③ ５分間で２００字を切る視写が遅い生徒は、「普段から書くことを厭う」「提出物の字が乱れ

ている」「書いて学習することをしない」傾向があり、日常の学習に対するアドバイスにつな

げることができた。 

④ 読解力の向上が認められた。 

⑤ 高校1年生など早い段階からスタートするべきである。 

 

Ⅲ 実践例Ⅱ：決まった字数の文章の視写 

１ 実践校及び実践報告者 

   長崎県立諫早高等学校   高比良 周一 教諭 

 

２ 実践の内容 

  「国語総合」の授業（４５分）の冒頭で「うたの歳時記第３巻 秋の歌」大岡信（学習研究社）・

「新 折々のうた」大岡信（岩波書店）の２００～２５０字の文章を視写する。 

 → 視写にかかった「時間」を計測  

 

・実施時期      平成２３年１０月～平成２４年３月 

・実施学級・生徒数  １年１組～７組（普通科・理数科） 計２８０名 

・実施回数      ２０回 

 

３ 実践の目標 

① 「名文」の身体化 
② 筆速の向上・「書くこと」への負担感の軽減 
③ 速読力の向上・内容理解の深化 
④ 授業開始時の「集中力」の向上 
⑤ 韻文に触れる機会の確保 
⑥ 「書くこと」における口語表現の濫用の軽減 

 ・文をまとまりで読む力も身についた。 

 ・読解力をつけるよい機会になった。 

 ・速く読みながらも、文章の内容を理解しようと意識することができた。 

 ・書きながら文を読む力や問題を把握する力を養うことができた。 

 ・一回読んで頭に入る文が以前に比べて長くなった。 

 ・文章の理解力は確実に高まった。 

 ・世間のことを知るよい機会になった。 

 ・勉強の効率が上がった。 
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４ 実践の方法  

最初に「『視写』の心得」というプリント（図２参照）を配付し、方法や意義の周知を図った。実践

方法は次のとおりである。 

  ① 大岡信の文章を載せた「視写プリント」を配布する。 

② 教員の合図で「視写」を開始する。（チャイム前配布、チャイム開始） 

③ ３分前後から１０秒単位で時間を読み上げる。 

④「視写」が終わった生徒は文章を読み直し、感想を指定欄に２行以上記入する。 

⑤ 記入したものは各自で保管する。 

⑥ １０回ごとに振り返って反省と感想をまとめる。         （所要時間 約７分） 

 

★指導の際、生徒に特に留意させたこと 

  ア 字を崩して（雑にして）筆速を上げるのではなくて、一度に目でつかまえる文字数を増や

すこと。（ただ目で追いながら写すのではなくて、多くの文節を記憶して書く） 

  イ 題材と同じレイアウトで改行するのではなくて、文節（せめて単語）で改行すること。 

  ウ 内容を理解しながら書くこと。 

図２ 「視写」の心得 
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５ 生徒の主な感想 

  第１０回が終了した時点での感想。自分の「書くこと」に変化があったか、「視写」という活動そ

のものについてどのように考えているかを記入するよう指示している。この日の題材は、視写の成果

を実感しやすくするため、第１回で視写したものと同じものを使用した。 

・１回目よりも文を読むときの集中度が上がって、書く動作もうまくいくようになった。 

 ・一度に読み取る文字数が少しずつ増えたと思う。 

 ・文の切れ目や文の意味を理解できるようになってきた。 

 ・今まで単語のつながりに見えていたものが、意味のまとまりに見えてきた。 

 ・黒板の字を写す時にも、「ぱっ」と見て字をたくさん書けるようになった。 

 ・国語の予習はもちろん、英語の書き取りにも効果が実感できています。 

 ・多いときは一文を一気に写せるようになったので、効果が目に見えてすごく嬉しい！ 

 ・書くのが速くなると同時に、いろいろな歌や言葉を知ることができて楽しいです。 

 ・一生懸命書いた自分の字を見て、いかに自分の字が小さくて薄いかが分かったので改善したい。 

 ・書いていると手がすごく疲れるので、いかにペンの持ち方がよくないか実感した。 

 

６ 高比良教諭の分析 

  ① 生徒の多くは視写の効果を実感していて、反応は良好である。  

②「書くこと」が「読むこと」と相互に影響して、効率を高めているのが分かる。  

③ 大岡氏の評を読んで自分の感想を書くため、詩や短歌に楽な姿勢で向き合っているようである。

④ 自らの文字やペンの持ち方など、生徒自身の「書く」という作業そのものへの反省も見られた。 

 

Ⅳ 「視写」の実践の検証 

「視写」が生徒に働きかける力は大きい。対馬高校のアンケートの結果から、「視写」による「書く

こと」への意識が「高まった」とする生徒は６割と半数を超えた。「視写」は、多くの生徒の「書くこ

と」への自覚や意欲、興味や関心などを喚起したといえる。また、「視写」が「書く力」を身に付ける

上で「役に立った」「ある程度役に立った」と答えた生徒は９割を超え、ほとんどの生徒が「視写」の

効果を実感している。具体的な効果として、８割の生徒が「書く」速度の上昇を挙げ、次に「ノート」

をとる速度の上昇、文章への「理解力」の向上と続いた。 

 特に「視写」が「読解力」の深化に大きく影響していることが注目される。「読解力」に関する内容

は、両校の生徒の感想にも多く見受けられ、実践報告者の分析でも指摘されている。「読解力」の深化

は、書写の速度を上げることによって、言葉を「塊」でとらえる力や文章全体を一つの「まとまり」と

して見渡す力がついてきた結果だと考えられる。これは、青木幹勇氏が「第三の書く」（国土社）の中

で「視写」のメリットの一つとして挙げた「文章理解の道を開いてくれる」ことと符合する。 

 「視写」は、トレーニング性が大きい取組であるが、二つの実践の共通点は、いずれも書写のみで終

わらせず、素材の内容について話し合わせたり感想を書かせたりして、単なる能力開発のためのトレー

ニングに限定していない点にある。生徒の感想にも「世間のことを知るよい機会になった」「いろいろ

な歌や言葉を知ることができて楽しい」などがあり、素材文そのものの理解と主体的な意見や感想を求

める取組が、実践をより意義深いものにしている。 
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「視写」は、他の幾つかの学校でも実践されている。長崎県立奈留高等学校の種川彰子教諭は、高校

１年生で「決まった字数の文章の視写」を４０回実施し、生徒が書き取る２００字当たりの平均時間が

１分３０秒ほど短縮されたという報告を寄せた。トレーニング後には、語彙力の定着のため未知の語を

書き出し、必要に応じて辞書を引くなどの取組を加え、その結果、生徒が辞書を日常的に引く姿勢が見

られるようになったということである。また、段階に応じて「文字の練習」「ねじれのない文の体得」

「作文力の向上」「語彙力の向上」「時事問題への関心の喚起」などの目標を持って取り組むよう生徒

に指示を出すといった工夫も注目される。「時間を計る」というゲーム的な要素から生徒が取り組みや

すかったことや「集中力」の向上などについても指摘があった。効果については、先の２校の取組とも

重なる。 

以上のことを総合すると、「視写」の取組

による効果は大きく、かつ広範囲に及ぶ。「筆

速」の飛躍的な向上に伴い、「ノートをとる

速度」や「集中力」の向上といった学習能力

そのもの効率化が図られ、同時に「読解力」

の深化がもたらされる。これは「学力向上」

に直結することを意味する（図３参照）。 

ただ、実践報告者からは、「視写」の時間

をいかに継続的に確保するかが課題として

挙げられている。取り扱う素材の長さや内容、

トレーニング後の取組など、目的や時期に応

じてメリハリをつけるような計画が必要で

あろう。また、「視写」が一定の速度で停滞

した時のマンネリ化への懸念も挙げられた。高比良教諭は、その際に「速度の向上」から「読み味わう」

ことに重点を移行することを提案している。 

実践報告者や取り組んだ生徒からは、「視写」にもっと早期に取り組む必要性も指摘された。中学校・

高校では「視写」の有効性に対する認識を深め、「視写」に対する積極的な取組が望まれる。 

 

Ⅴ 「視写」に取り組む上での視点 

「視写」は、目的に応じて二つの視点がある。一つは「文字や文章を丁寧に書き写すことで、言葉や

文章へのイメージ力を高め、言葉の存在を実感する」という視点である。小学校の低学年では、教員が

黒板に書写した文字や文章を児童が見てノートに丁寧に写し取っていく作業はごく日常的な取組であ

る。もう一つは「文字や文章をできるだけ速く書き写すことで、情報を素早く取得する技術を身に付け

るとともに、言葉や文章をかたまりでとらえ、語句や文章の理解力を高める」という視点である。だが、

後者の取組については、前者の次のステップとしての計画的・組織的な実践は十分ではない。中学校・

高校では、この点についての問題意識を持ち、「書くこと」の基盤となる力を高める取組を進めること

が重要である。後者の視点を基本に据えた「視写」の取組は、中学校・高校における生徒の学力向上を

支えるための基礎づくりに重要な役割を果たすだろう。ただし、後者の視点は前者の視点の上に立脚し

た取組であり、指導する際には前者の視点への意識を下地に置かせることが大切である。 

また、今回の「調査研究」を通して、生徒の学習能力の格差は、実は「書くこと」のトレーニング不

図３  視写の効果 



調査研究「『書くこと』を中心にした言語活動」 実践編 事例① 「視写」 
平成2４年３月 

 

8 
 

足がその責任の一端を負っているのではないかという課題が明らかになった。「視写」による書写スピ

ードの向上と均質化は、まず学習に遅れがちな生徒の学力の底上げを図ることにつながる。さらに板書

をノートに書き取る時間が短縮されることにより、授業内容を深める時間が確保され、個々に配慮した

指導や丁寧な説明等に時間を割くことができるようになる。そのような授業改善が図られることで生徒

の学習目標に対する到達度は上がり、生徒間の学力差が是正されることにつながる。「視写」への取組

に際しては、この生徒一人一人の「学力向上」と「授業改善」がサイクルとして結合しているという視

点を持つことが必要である。 

 

青木幹勇氏は「第三の書く」の中

で、「視写」をする際、一文ごとに

改行することを勧めている。一文を

明確化することは、「センテンス」

「キーワード」「文の長短」「文章

の展開」「主述の照応」「重文・複

文」「文末表現」「文と文の関係」

などに着目する機会となり、同時に

それをそのまま教材として利用で

きるというメリットを挙げている。

この方法は、トレーニングを終えた

生徒に、文の「書き方」を指導する

場合に活用することができるだろ

う。「視写」を「書き方指導」の一

環として捉えることも視点の一つ

として挙げることもできる。 

なお、「視写」をトレーニングする際のワークシート例を図４に示す。 

 

Ⅵ おわりに 

 「視写」には、様々な可能性がある。一定の期間の取組でも、目に見える効果が期待できる。基礎体

力や技術のない運動選手に高度なプレーばかりを求めても、負担をかけるばかりで、結局は自信や意欲

を失わせることになりかねない。それと同じようなことが国語教育の上で起こっていないか、今一度見

直すことが必要である。「視写」への取組により、「書くこと」「読むこと」の基礎力を培い、生徒の

「国語」に対する積極性を生み出すことで、活気のある国語の授業が展開されることを期待したい。 

図４ 視写ワークシート例 

時間または文字数

コラムの段落が句
点なしの▼で区切
られているような
場合。 


